
株式会社宇野澤組鐵工所の事業適応計画のポイント

• 当社は、当社玉川工場（大田区下丸子）に、自家消費型太陽光発電設備の導入を行います。
• これにより、購入している電力の一部を自社で発電した太陽光発電電力に切り替え、当社玉川工場の事業において排出

されるCO2を減少させていくことで、付加価値の創出と環境への負担低減を図ります。

2024年12月25日

１．事業適応計画の実施期間
2025年１月～2027年3月

２．生産性向上目標
炭素生産性20.9％向上を目標とします。

３．前向きな取組の内容
当社玉川工場（大田区下丸子）に、自家消費型太陽
光発電設備を導入し、購入している電力の一部を自社で
発電した太陽光発電電力に切り替え、事業活動時に排
出されるCO2を減少させ、当社全体の炭素生産性を
20.9％ 向上させる。

４．支援措置
・税制措置（カーボンニュートラルに向けた投資促進税
制）

＜太陽光発電設備導入のイメージ＞＜事業適用計画の概要＞

当社玉川工場（大田区下丸子）に、自家消費型太陽光発
電設備を導入し、事業活動時に排出されるCO2を減少させる。
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